













































































































































検閲の通過について，事前検閲の場合は passedあるいは pre-censored and passed，事後検閲の




























































































































































































































































































































































































































































































































8） 前掲・竹内一郎『手塚治虫＝ストーリーマンガの起源』講談社　2006年 p 59

















23） 2013年 9月 10日付の筆者への回答
24） 前掲『手塚治虫＝ストーリーマンガの起源』p 49。『手塚治虫自伝』「手塚治虫マンガ全集　別







29） 『少年クラブ』40巻 13号＝1053年 11月
30） 同上 41巻 3号＝1954年 2月
31） 同上 40巻 1号＝ 1953年 1月　p 26欄外
32） 同上 40巻 4号＝1953年 3月　p 36欄外
33） 同上 40巻 3号＝1953年 2月　p 46欄外





38） 『イガグリくん』復刻の『漫画名作館』1994年　アース出版局 p 206。また「佐藤紅緑の熱血
小説を漫画にする」との福井の言葉が，平田昌兵「そして流れが変わった」（前掲『少年漫画
劇場』第 9巻 p 305）で紹介されている
39） 前掲『イガグリくん』p 26
40） 同上　pp 184～5
41） 同上　p 214
42） 松本浩記著　大同館書店　1932年
43） 大日本雄弁会講談社編　同社刊　1936年
44） 中村ひろし『一休さん』p 9
45） 同上　p 47
46） 中島菊夫『一休さん』p 12
47） 同上　p 14
48） 同上　p 44
49） 東村登『とんち一休さん』p 4
50） 同上　p 37
51） 同上　p 61
52） 山本和夫『一休禅師：警世の名僧』偉人物語文庫 47　偕成社　1953年
53） 松沢のぼる・漫画　山本和夫・立案，指導『一休禅師』p 74
54） たとえば，教育技術連盟編『伝記による社会科新単元の展開』小学館　1956年
55） 茨木啓一『一休さん』p 7
56） 同上　p 8
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漫画としての「一休話」50
